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20 世紀の名著名論20世紀の名著名論

　1980年代には頻繁に耳にも目にもしていた non-

deterministic（非決定的）とかバックトラックとかいう
ことばを，最近はめったにきかなくなってしまった．こ
れらのことばはたいてい，Prologや論理プログラミング
とむすびついていた．しかし，当時の日本に ICOTとい
う組織があり，第 5世代コンピュータプロジェクトとい
う，論理型言語とその応用に関する大国家プロジェクト
が遂行されていたことを，私の勤務先でも新入社員の中
には知らないひとがふえてきている．
　論理プログラミングの起源の 1つは 2002年 7月号の
この欄で紹介された Robinsonの融合原理であるが，そ
の約 2年後におなじ JACM誌に掲載されたこの論文は，
Cohen1）が書いているように，Prologという言語やその
実行方式に大きな影響をあたえている．
　Prologは地図のぬりわけやエイトクィーン問題のよう
な解探索型の問題をとくのに適している．このような問
題を逐次型のコンピュータをつかってとくには，バック
トラックという技法（一種の試行錯誤）をつかう．つま
り，解をもとめるのに失敗したとき，たとえば地図のぬ
りわけに失敗したときに，系統的に途中の状態にもどっ
てやりなおす．ところが，手続き型のプログラミング言
語によってバックトラックをプログラムするのは容易で
ない．この Floydの論文は，このようなバックトラック
をプログラム中に明示的に書かなくても解探索型の問題
がとけるようにすること，つまり自動バックトラックを
めざしていた．
　この論文の第 1の要点は，1から nまでの整数値をか
えす choice(n)という多値の関数によって“やりなお
し”の候補を生成し，プログラム上の実行終了点で成功
または失敗（やりなおし）のいずれかを指定することに
よって，自動バックトラックの記述を可能にしたことで
ある．例題としてつかわれているエイトクィーン問題で
あれば，choice(n)の実行が 1個のクィーンを選択し
て盤面におくことに相当する．第 2の要点は，このよう
に記述したプログラムからバックトラックをつかったプ
ログラムへの変換法をあたえたことである．
　この論文ではまた，choice(n)をつかったプログラム
を明示的にバックトラックするふかさ優先探索のプログ

ラムに変換するかわりに，幅優先探索型のプログラムや
並列処理プログラム（ということばはつかわれていない
が）に変換できることも指摘している．したがって，こ
の論文は単に Prologとその実行方法を開拓しただけでは
なく，1980年代のさまざまな論理プログラミングをめぐ
る研究への道をひらいたといえるだろう．
　また，choice(n)という関数を，整数や他のデータを
ランダムに選択する関数とみなせば，この論文は遺伝的
アルゴリズムのような確率的計算への道をひらいている
ともみなせる．Floydもそれに気づいてはいたが，この
論文のなかでは nondeterministicということばは確率的
あるいはランダムな計算を意味するのではなく，系統的
な探索を簡便に表現するのだと書いている．
　この論文で例題としてつかわれたエイトクィーン問題
や，それを N ×  Nの“チェスボード”に拡張した Nクィ
ーン問題は，プログラミングの世界でしばしば例題とし
てつかわれてきた．Erbasら 2）がそれらの論文を紹介し
ているが，最近は量子計算の例題にもなっている 3）.ま
た，地球シミュレータでつかわれているようなスーパー
コンピュータによる探索型問題の解決や論理型言語の実
行，創発的計算のモデル CCMによる探索型問題の解決
でいつも Nクィーン問題を例題としてつかってきた私に
とっては，それ以上にとてもなつかしい．
　この論文が掲載された JACM誌には長大でむずかしい
論文が多いが，この論文は 9ページとみじかく，内容も
実践的である．興味がある方は読まれるとよい．最近は
論文中にプログラムを記述するときは C風の言語を使用
することが多いが，この論文は“構造化プログラミング”
以前の時代に書かれたものであり，フローチャートがつ
かわれていて，時代の差を感じる．
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